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図9.2 ハーフブリッジインバータ	 
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図9.3 PWM波形生成回路とPWM波形例	 
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(d) io < 0, Tr1: オフ, Tr2: オン	 
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図9.4 ハーフブリッジインバータの４つの動作モード	 
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図9.5 ハーフブリッジインバータによるDCモータの回転数制御回路	 	 
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STEP9　製作課題　ハーフブリッジ
インバータによるD級アンプ	 

6V 

（A1 A0 = 11：D級アンプモード）	
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Step9　製作課題　ハーフブリッジイ
ンバータによるD級アンプにおける
マイコンの動作波形	 
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音声信号	 

PWM波形	 



Step9 レポート課題	 (1) 	 モータ減速時のハーフブリッジインバータの動作モードについてしっかり考えてくだ
さい．モータ駆動時（図1の波形の(1)の区間）は図(a), (b)のモード（テキスト図9.4のモード(a), (b)）が繰り返
されている．そのときのインバータの出力電圧	 vo , 電流	 io は図2のように変化していたとする．区間(1)の直後
に回転数指令値vωcom  が逆転へとステップ的に変化したとする．その結果として，図2に示すように	 vo の平均
値 

vo はマイナスとなり，io は急速に低下した．図2をレ
ポート用紙に写し取り，区間(1)以降において発生し
たモードを，それぞれの区間も明記して図中に記せ．
ただし，図2の全期間にわたってモータの電機子電圧
Eaは一定とする．動作モードの詳細はテキスト図9.4
を参照のこと． 
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Step9 レポート課題	 (2) 
 
D級アンプ回路はハーフブリッジインバータを応用しているが，コンデンサC1が挿入されている．
コンデンサC1	 の働きを述べよ．	 
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